
天
台
止
観

に
お
け
る
色
法

に

つ
い
て

塩

入

法

道

色
法
に
関
し
て
は
、
五
位
の

一
つ
で
あ
る
色
法
、
五
陰
の

一
つ
で
あ

る
色
陰
、

六
境

の
一
つ
で
あ
る
色
境
等

の
意
味
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は

色
、
形
質
を
と
も
な
い
示
現
す
る
も
の
の
あ
り
方

一
般
と
い
う
程
度
に

理
解
し
て
お
く
。
そ
し
て
主
と
し
て

『
摩
詞
止
観
』
に
お
い
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
陰
入
界
、
特
に
そ
の
中
の
色
的
様
相
に
焦
点
を
あ

て
、
天
台
止
観
の
基
本
的
立
場
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、

『
摩
詞
止
観
』
で
五
陰
を
は
じ
め
と
す
る
陰
入
界
が

ど

の
よ

う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
概
観
し
て
お
く
。
第
七
正
修
止
観
の
章
に
お

い
て
、
十
境
の
第

一
と
し
て
陰
入
界
境
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
が

(1
)

第
二

に
置

か
れ
る
理
由

は

二

現
前
。

二
依
レ
経
。
」
「
常
自
現
前
。
若

(
2
)

発
不
レ
発
恒
得
レ
為
観
。
」
か

ら
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
し

て

「
今
当
下
去
レ丈
就
レ
尺
去
レ
尺
就
レ
寸
、
置
二色
等
四
陰
一但
観
中
誠
陰
釦
誠

(
3
)

陰
者
心
是
也
。
」
と
し
て
陰
入
界

の
う
ち
で
も
五
陰
、
五
陰

の
う
ち

で

も
誠
陰
を
取
り
挙
げ
て
ま
ず
観
境
と
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
誠
陰
の
み
を
他
か
ら
切
り
離
し
て
取
り
出
す
こ
と
に
は
疑
問
が

残
る
。
十
境
の
第

一
が
あ
く
ま
で

「
陰
入
界
境
」
と
名
付
け
ら
れ
て
お

り
、
現
前
し
て
い
る
の
は
陰
入
界
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
十
二
入
十
八
界
は
元
来
五
陰
と
は
別
の
系
列
で
あ
り
、

五
陰
と
分
離
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
に
し
て
も
、

五
陰
そ
の
も
の
は

一
体

の
も
の
で
あ
り
、
色
等
の
四
陰
を
置

い
て
た
だ
誠
陰
の
み
を
観
察
す
る

と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
え
る
。
『
摩
詞
止
観
』
の

他

の
箇

所
に
は
、

「
論
云
。
一
切
世
間
中
但
有
二名
与
ワ
色
。
若
欲
二
如
レ
実
観

但
当
レ
観
二
名

(
4
)

色
。
」

(傍
線
筆
者
、

以
下
同
)

「
声
聞
人
依
ニ
四
念
処

一行
レ
道
。

菩
薩
初
観
レ
色

乃
至

一
切
種
智
。
」

「
受
身
之
始
無
レ
不
レ
有
レ
身
。

諸

経
説

レ
観
多
従
レ
色
起
。

故
以
レ
陰
為
レ
初

(
6
)耳
。」

な
ど
の
文
章
が
見
ら
れ
、
五
陰
を
よ
り
総
括
的

に
色
心

(名
)

の
二
法

に
取
り
ま
と
め
、
あ
る
い
は
色
と
い
い
あ
る
い
は
心
と
い
う
こ
と
は
で

き
て
も
、
先
の
表
現

の
よ
う
に
、
五
陰
全
体
を
誠
陰
の
み
に
集
約
さ
せ

る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
思
う
に

「
丈
を
去

つ
て
尺
に
就
く
」
と

い

う
説
明
は
、
五
陰
中
の
誠
陰
に
限

つ
て
そ
れ
を
取
り
挙
げ
て
観
察
の
対

天
台
止
観
に
お
け
る
色
法

に

つ
い
て
 
(塩

入
)
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天
台
止
観
に
お
け
る
色
法
に
つ
い
て
 (塩

入
)

象
と
す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
心
す
な
わ
ち
自
己
心
を
主
体
的
に
ま

ず
観
察
せ
よ
と
い
う
表
明
だ
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
自
己
心
と
い
う
こ

と
、
さ
ら
に
現
前
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
こ
こ
で
あ
え
て
誠

陰
を
提
示
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
陰

入
界
と
は
、
自
己
心
あ
る
い
は

一
念
心
に
現
前
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
の

陰
入
界
で
あ
り
、
陰
入
界
の
あ
り
様
が
そ
の
ま
ま
心
の
あ
り
様
と
等
し

い
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
そ
の
現
前
の
様
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ

の
点
に
関
し
て
注
目
し
た
い
の
は

『
摩
詞
止
観
』
に
お
い
て
、
陰
入
界

の
う
ち
で
も
特
に
色
的
様
相

つ
ま
り
色
、
形
質
を
も

つ
た
も
の
と
し
て

自
己
心
に
映
る
あ
り
方
、

こ
れ
が
常
に
暗
示
さ
れ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

(7
)

こ
と
で
あ

る
。
華
厳
経

の

「
心
如
三
工
画
師
画
二種
種
五
陰
り」
と

い
う

響
喩
は
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
(
8
)

「
正法
念
云
。
如
三画
師
手
画
二出
五
彩
鴫
黒
青
赤
黄
白
白
白
。」

「
大品
云
。
色
浄
故
受
想
行
誠
浄
。
般
若
亦
浄
。
法
華
云
。
顔
色
鮮
白
六
根

(9
)

清
浄
。」

と
い
っ
た
引
用
が
多
く
見
え
、
そ
の
他
鏡
像
や
水
鏡
の
響
喩
は
常
に
用

い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
前
の
陰
入
界
の
あ
り

様
を
喩
え

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
色
や
形
を
も

つ
た
何
も

の
か
、

つ
ま
り
色
的
様
相
が
強
く
意
誠
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
止
観
の
実
際
の
行
法
で
あ
る
四
種
三
昧
が
説
か
れ
て
い

る
場
面
に
よ
り
具
体
的
に
見
え
て
い
る
。
常
行
三
昧
に
お
い
て
、

「
能
如
レ
是
観
者
。

是
観
ニ
如
来
十
号
 

(
中
略
)
 見
こ
仏
相
好

一如
下
照
ニ
水
鏡

一

(
10
)

自
見
中
其
形
加
初
見
二
一
仏

次
見
二
十
方
仏

ご

と
あ

り
、

常

坐

三
昧

の
箇

所

で

は
、

「
如
下
,
 

夢
見
二
七
宝
親
属

幅
歓
楽
、
覚

已
追
念
不
占
知
二
何
処

殉
如
レ
是
念
レ
仏
。

(
中
略
)
 如
下
人
以
レ
宝
僑
二
瑠
璃
上

一影
現
中
其

中
加

亦
如
下
此

丘
観
レ
骨
骨
起
中

種
種
光
加
此
無
ニ
持
来
者
幻
亦
無
レ
有
二
是
骨
叩
是
意
作
耳
。

如
下
鏡
中
像
不
二

外
来

一不
二
中
生

以
二
鏡
浄

一
故
自
見
中
其
形
加

行
人
色
清
浄
所
有
者
清
浄
。

(
1
1
)

欲
レ見
レ仏
即
見
レ仏
。」

な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
仏
の
相
好
を
念
ず
る
時
、

こ
れ

が
顕
現
す
る
様
相
を
述
べ
て
お
り
、
色
的
あ
り
方
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
の
顕
現
は
、
我
々
が

日
常
的
に
外
界
の
物
質

を
眼
で
と
ら
え
認
誠
す
る
と
い
う
こ
と
は
次
元

の
異
な
つ
た
も

の
で
あ

る
。
『
摩
詞
止
観
』
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
大
智
度
論

の
言
葉
を
借
り

れ

(12
)

ば

「
皆
如
ニ
炎
幻
響
化
一」
と

し
て
現
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
こ
の
炎
の
如
く
幻
の
如
く
と
い
う
表

現
が
、
単
に

一
切
が
空
で
あ
り
不
可
得
で
あ
る

こ
と
の
喩
え
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
自
己
心
に
現
前

す
る
陰
入
界
は
何
ら
か
の
固
定
的
実
体
性
を
も

っ
た
も
の
で
な
い
こ
と

は
当
然
で
は
あ
る
が
、
全
く
の
無
で
は
な
く
文
字
通
り
炎
の
如
く
幻
の

如
く
、
す
な
わ
ち
色
的
様
相
を
も

っ
て
そ
こ
に
現

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

陰
入
界
境
に
お
い
て
観
不
思
議
が
説
か
れ
る
に
あ
た
り
、
自
己
の

一

念
心
中
に
主
体
的
に
把
握
さ
れ
た
五
陰
が
五
陰

世
間
、
衆
生
世
間
、
国
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土
世
間
の
三
種
世
間
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
広

が
り
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
国
土
世
間
で
は

「
地
獄
依
ニ赤
鉄
一住
。
畜

(13
)

生
依
二地
水
空
一住
。
修
羅
依
ニ
海
畔
海
底
一住
。
…
…
」
な

ど
と
表
わ
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
理
論
的
、
理
念
的
な
見
方
で
は
な
く
色
、
形
質
を

も

つ
た
具
体
的
様
相
が
ま
ず
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
り
に
こ

の
三
種
世
聞
を
自
己
の

一
念
心
か
ら
横
に
広
が
っ
た
も
の
と
見
る
な
ら

ば
、
縦
に
展
開
し
て
い
く
の
が
心
、
仏
、
衆
生
の
三
法
で
あ
ろ
う
。

こ

れ
に
つ
い
て
も
仏
の
あ
り
様
、
衆
生

の
あ
り
様
と
い
う
も
の
は
、
や
は

り
水
面
や
鏡
面
に
映

つ
た
像
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

一
念
心
の
中
に
具

現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
。
さ

ら
に

『
六
妙
門
』
の

中

「
円
観
六
妙
門
」
が
説
か
れ
て
い
る
部
分
に
興
味
深

い
叙
述
が
あ
る
。

「
今行
者
観
二
一
心

見
ニ
一
切
心
及

一
切
法
殉
観
二
一
法
袖
見
二
一
切
法
及

一

切
心
幻
観
二菩
提

見
二
一
切
煩
悩
生
死
殉
観
二煩
悩
生
死

見
一二
切
菩
提
浬

葉
叩
観
二
一
仏

見
こ
一
切
衆
生
及
諸
仏
幻
観
一二
衆
生

見

一
切
仏
及

一
切

(
1
4
)

衆
生
殉

一
切
皆
如
レ影
現
。」

と
し
て
、

こ
こ
で
も

一
切
が
影

の
如
く
具
現
す
る

と
述

べ
ら
れ

て
い

る
。天
台
教
観
で
い
う

一
念
三
千
、

一
心
三
観
、
諸
法
実
相
な
ど
の
あ
り

方
は
、
思
想
化
、
理
念
化
さ
れ
る
以
前
に
止
観

の
修
行
す
な
わ
ち
基
本

的
に
は
坐
禅
止
観
の
中
で
、
自
己
自
身
に
直
接
か
か
わ
る
現
実
的
具
体

性
を
も
つ
て
顕
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、

一
方

で
は
非
常
に
高
度
な
次
元
ま
で
を
も
予
想
し
た
上
で
、
現
前

の
陰

入
界

を

ま
ず

観

察

し

て

い
く

こ

と

が
陰

入
界

境

の
目
的

で
あ

る
。

陰

入
界

の
中

か

ら

五
陰

を

と
り
、

五
陰

の
中

か

ら
誠

陰

を

と

る

と
論

じ

つ

つ
も
、

こ

の
誠

を

す

ぐ

に
自

己

心

と

し

こ

こ
に
映

つ
た

か

ぎ

り

で

の

陰

入

界

を

対

衆

に

し

て
十

乗

観

法

が
行

な

わ

れ

る

わ

け

で

あ

る
。

そ

し

て

こ

の
陰

入

界

の
観

察

に

お

い
て
、

色

的
様

相

が

影

の
如

く

幻

の
如

く

と

し

て
常

に

意
誠

さ

れ

て

い
る

点

は

注

目

で
き

る
だ

ろ

う
。

さ

ら

に
止

観

の
究

極

的

な

局

面

に

至

れ

ば
、

こ

の
色

的

様

相

が

一
念

心

に

現

前

す

る

と

い
う

の

で
は

な

く
、

色

的
様

相

が

そ

の
ま

ま

一
念

心

で

あ

り

一
切

は
色

で
あ

る

と
同

時

に

心

で

あ

る

と

い
う

こ

と
が

体

得

さ

れ

る

と
考

え

ら

れ

る
。

1
 
『
摩
詞
止
観
』
大

正
四
六

・
四
九
頁
中

2
 

同
 

大
正
四
六

・
四
九
頁
下

3
 

同
 

大
正
四
六

・
五
二
頁
上
-
中

4
 

同
 

大
正
四
六

・
五
二
頁
上

5
 

同
 

大
正
四
六

・
四
九
頁
中

6
 

同

大
正
四
六

・
五
〇
頁
下

7
 

同
 

大
正
四
六
。

五
二
頁

上
他

8
 

同

大
正
四
六

・
五
二
頁
上

9
 

同
 

大

正
四
六

・
五

一
頁
中

10
 

同
 

大

正
四
六

・
一
一
頁
下

11
 

同
 

大

正
四
六

・
一
二
頁

下

12
 

同
 

大

正
四
六

・
五
二
頁

上
他

13
 

同
 

大

正
四
六

・
五
三
頁

上

14

『
六
妙
門
』
大

正
四
六

・
五
五
四
頁
上
-
中

(大

正
大
学
大
学

院
)

天
台
止
観

に
お
け

る
色
法

に

つ
い
て
 
(
塩

入
)
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